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～大型連休に注意してほしい感染症～
　
大型連休に旅行やレジャーを計画されている方も多いと思います。
連休中に注意していただきたい感染症についてお知らせします。
　
□麻しん（はしか）

2025年から流行が続き、2026年はすでに昨年の患者数を超えており、海外の流行
地域だけでなく、国内でも感染の恐れがあります。
関東地域を中心に発生が急増しています。 関東地域等 で 多数 の 人 が 集 まるイベ
 ント 等 に 参加 した 後 、 １ ～ ２ 週間 は 体調 に 注意 し 、 発熱 や 発疹 が 出 た 場合 は 、
 医療機関 に 受診前 に 連絡 し 、 行動歴等 を 伝 えて 指示 を 仰 いでください 。
特に、 定期予防接種前 の ０ ～ １ 歳児 は 、 重症化 するリスクがあるため 、 関東地
 域等 で 不特定多数 の 人 がいる 屋内 （ 電車内 も 含 む ） で 過 ごすことは 、 なるべく
 避 けるのが望ましいです。

□マダニからうつる感染症（重症熱性血小板減少症候群(SFTS)、日本紅斑熱）
近年増加傾向で、2025年は両疾患、全国、静岡県ともに過去最多の発生数です。
全国の月別SFTS発生数は、５月が最も多くなっています。
草むら等のマダニにより感染しますので、 草 や 野菜 に 触 れる 野外活動 の 際 に
 は 、 （ １ ） 活動前 にマダニに 有効 な 虫 よけ 剤 を 使用 　（ ２ ） 活動中 は 、 肌 の 露
 出 を 極力避 ける 　（ ３ ） 活動後 、 マダニが 皮膚 に 吸着 していないか 全身 を 確認
 することをお願いします。
野外活動後２週間程度は、 体調 の 変化 に 注意 し 、 発熱等 の 症状 が 見 られたら 受
 診 し 、 マダニに 咬 まれた 可能性 があることを 医師 に 伝 えてください 。

□海外での感染症
海外では、麻しんが流行している国が多いです。
 海外 では 、 日本 にはない 感染症 が 流行 している 地域 があります 。 事前 に 下記 の
 厚生労働省 ホームページ 等 で 渡航先 での 感染症 の 情報 を 入手してから行動して
ください。
生水やカットフルーツ、十分に火の通っていないもの等は、なるべく飲食しない
ようにしてください。
蚊や動物からうつる感染症もありますので、虫よけスプレー等の持参をおすすめ
します。

＜参考：海外での感染症予防に関連する情報について＞
厚生労働省検疫所ホームページ FORTH（For Travelers' Health） 
https://www.forth.go.jp/index.html

厚生労働省ホームページ「海外へ渡航される皆様へ」 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou
/kenkou/kekkaku-kansenshou18/index_00003.html

＜県内の最新の感染症情報＞
静岡県感染症情報センター
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/shippeikansensho/kansensho/1003065/index.html





 で、感染者１人から未感染者約１5
人に感染し（コロナの５倍）、ほぼ全員が発症

 するので、同じ室内にいるだけで感染

 （抗麻しんウイルス薬なし）

 の人は感染しないか、感染しても軽症

 ワクチン未接種患者の

 症状は、高熱・咳鼻水・目の充血⇒赤いヒョウ柄発疹が
顔から全身へ、

 合併症は、 等
麻しんの詳細は、JIHS（国立健康危機管理研究機構）の感染症情報提供サイトへ
https://id-info.jihs.go.jp/diseases/ma/measles/010/measles.html



https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/diseases/measles/graph/2026/meas26-15.pdf　より

• 2019年の大きな流行後、コロ
ナ禍中は患者数が少なかった
が2025年春から増加中

• 2026年は25年より、立ち上
がりが早く、増加も急速で、３
か月半で昨年1年間の報告数
265人を超えた

• ３月下旬から毎週30
例以上の患者が発生

• 国外での感染は30例
（約10%）のみで、うち
インドネシアが13例

(2026年は4月12日まで) (2025年12月29日～26年4月12日)



• 関東越は、全体の約7割
を占めている（特に東京
都が全体の約３分の１）

• 静岡県は、第１５週まで
の時点では１人のみ

• 20歳代が約3割で最多、次い
で10歳代と30歳代が約２割

• ワクチン接種不明 ＋ 接種なし 
の人が183人（約6割）

関東越
211例（71%）

関西
17例（7%）

20歳代
92例（31%）

(2025年12月29日～26年4月12日)(2025年12月29日～26年4月12日)

40歳代
40例（13%）

30歳代
63例（21%）

https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/diseases/measles/graph/2026/meas26-15.pdf　より

10歳代
62例（21%）



 １歳の誕生日がきたら、麻しん風しん混合（Ｍ
Ｒ）ワクチンをすぐにうつ！（それまでは関東で
多くの人が集まる場所には行かない方が望ましい）

 5歳（年長さんの学年）でのMRワクチン2期
の接種率が下がっており、忘れずにうつ！

 麻しん未感染の50歳代半ば以下の人は、母子
手帳で自分の麻しんワクチン接種回数を確認
し、０回と１回の人は接種（自費）の検討を！


